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1 はじめに
障害者生活支援や，幼児期における学習支援の分野

で，ピクトグラム（絵文字）を活用した事例が数多く
報告されている [1]．従来，自然文章をピクトグラムで
表現する場合は，ピクトグラムの集合を一次元に並べ
ていた．例えば，“地震なので机の下に隠れなさい．そ
のあと建物から外に移動しなさい．”という文章をピク
トグラムにすると，図 1のようになるであろう．“人A
と物 Bがこのような関係を持っているから，この順で
並べるとわかりやすい．”というようなピクトグラムの
流れや構成を考えることは，手間のかかる作業である．
さらに，ピクトグラムを一次元化して並べることによ
り，伝えきれない情報があるはずである．文章に関し
ても，掲示の順序が定まった一次元の形式にあるので，
同様なことがいえる．

図 1: ピクトグラム列による表現の例

このような問題を解決すべく考えられているのが，
セマンティックオーサリングである [2]．これは，文章
及び画像やそれらの関係をノードとする有向グラフと
してコンテンツを生成する行為をいう．また，それに
より生成されたコンテンツを，知的コンテンツと呼ぶ
[3]．セマンティックオーサリングでは，伝えたい内容
の論理構造を保存するので，コンピュータが処理しや
すい．さらに，知的コンテンツは共通フォーマットで
内部的に意味構造が明示されている為，その内部構造
を利用した高精度の検索や翻訳が期待できる [4]．
これまでセマンティックオーサリング技術の応用は，

情報の要約や検索，アノテーションの分野が研究され
てきたが，すべて文章中心のものであった．そこで本
稿では，この技術のピクトグラムへの応用を検討する．
まず，新しい表現手法として，絵文という概念を提唱
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する．絵文とは，ピクトグラムの集合とそれらの大き
さや相対表示位置によって，統語の情報も表現する概
念である（図 2参照）．ピクトグラムで表現した場合
は，一つのピクトグラムが一つの単語に対応している
ため，文章が単語の羅列になってしまうことがある．絵
文で表現した場合は，絵文で描かれている組み合わせ
全体を理解する必要はある．しかし，空間的な位置関
係から，文法の理解を必要としないで直感的に理解で
きると考えられる．次に，自然文章から絵文への自動
変換方式を提案する．次章で，この提案について詳細
を説明する．

図 2: 図 1の絵文による表現例

2 文章から絵文への自動変換
絵文を用いたセマンティックオーサリング技術の応

用として，自然文章から絵文への自動変換方式につい
て検討する．絵文を構成するピクトグラムのデータに
は，日常生活に関係する画像を約 800個用意した．そ
の一部を図 3に示す．それぞれの画像データには，英
語及び日本語によるラベルと画像がコンピュータでも
処理できる形式で結ばれているため，ラベル及び画像
のどちらからでも，他方の参照が可能である．

図 3: ピクトグラムの例

2.1 必要な知識
この変換には様々な知識が必要である．まず，既存の

絵文群のデータである．この変換は，既存の絵文を構
成しているピクトグラムと入力文章に対応するピクト
グラムの画像を入れ替えることで新たな絵文を構成す
る．次に，語彙の概念体系を定義したオントロジーノー
ドである．このノードを定義することで，コンピュー
タが語彙の概念体系を処理できる．物同士の上位下位
の概念の定義をしたオントロジーノードの一例を，図
4 に示す．文章内の単語の集合を gen:Object とし，
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さらに，gen:PhysicalObjectToPut（置くもの）と
gen:PhysicalObjectToPutOn（置かれるもの）のサブ
クラスに，それぞれ gen:Key（鍵）や gen:StudyDesk
（勉強机）がある．最後に，文章における単語の使われ
方の制約を定義したテンプレートである．例えば，“置
かれるものの上に置くものがある．”というテンプレー
トを定義したとすると，“ Aの上に Bがある．”という
文章を変換する場合，Aには“置かれるもの”のサブ
クラスが，Bには“置くもの”のサブクラスが当ては
まらなければならないという単語の制約を示す．テン
プレートを定義することで，入力された文章が意味的
に正しいかどうかの判定ができる．

図 4: オントロジーノードの例

2.2 変換プロセス
変換のフローチャートを図 5 に示す．例文として，

“勉強机の上に鍵がある．”という文章を変換する．

図 5: 文章から絵文への変換フローチャート

1. 変換したい文章を入力する．
2. オントロジーノードと照合して，例文に出てきた
単語は何のサブクラスなのかを調べる．図 4の例
において，“勉強机”は“置かれるもの”のサブク
ラスであり，“鍵”は“置くもの”のサブクラスで
ある．

3. テンプレートと照合して，例文の意味的な判定を
行う．ここではテンプレートの例として，“置かれ
るものの上に置くものがある”があるとする．よっ
て，例文は意味的に正しい．

4. 例文にでてきた単語の画像情報を取得し，さらに，

既存の絵文データ群から，再利用できる既存の絵
文を抽出する．ここでは，“テーブルの上にお皿が
ある”という絵文があるとする．この絵文は，テー
ブルとお皿のピクトグラムを組み合わせたもので
あり，大きなテーブルの上の座標に小さなお皿が
表示されている構成となっている．そのため，大
きさと座標の構成はそのままで，ピクトグラムだ
け例文の“勉強机”と“鍵”に入れ替える処理を
行う．

5.絵文を出力する（図 6の左参照）.

2.3 変換結果
入力された文章を処理し，絵文，警告メッセージ，ピ

クトグラム列の 3パターンのいづれかを出力する．
絵文は，入力文章に出てくる単語がすべてオントロ

ジーに存在し，かつテンプレートと照合をして，意味
的に正しい判定がされた場合に出力される（図 6の左
参照）．
また，テンプレートと適合しない，つまり，サブク

ラスの照合ができない場合，警告メッセージが出力さ
れる．例えば，“鍵の上に勉強机がある．”という文章
が入力された場合に出力される．
さらに，入力文章に出てくる単語のうち一つでもオ

ントロジーにない，または，絵文データと照合の際に，
再利用できる絵文が抽出できなかった場合には，ピク
トグラム列が出力される（図 6の右参照）．

図 6: 絵文とピクトグラム列の出力例

3 まとめ
本稿では，オントロジーを用いた文章から絵文への

自動変換方式を提案した．絵文で表現することで一次
元化による情報の欠落を解決し，さらに，オントロジー
ノードを定義することで語彙の意味概念に則した出力
を可能にした．今後の課題として，知識を増加させ，さ
らに上位下位の概念以外にもオントロジーノードを定
義し，変換の精度を高めていくことが求められる．
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